青山荘　施設処遇会議①

平成　18　年　5 月 15 日　（月）

	氏　名
	宮　陽子氏
	男・女
	生年月日
	　昭和22年11月22日（ 56歳）


	問題点
	介入方法

	①これまで断薬による入退院を繰り返しており、病気に対する自覚が無い。また、服薬の必要性に対しても曖昧であり、断薬のおそれがある。
	· 薬はスタッフ管理から始め、約1ヵ月後より1日分ずつ自己管理となる。現在はすべて自己管理とし、週に2度職員が服薬ボックスを確認し、服薬確認を行っている。

· これまでの断薬･再発の状況について定期的な振り返りを行い、自分の症状と服薬の必要性を自己認識できるよう促していく。

	②収入に応じた金銭管理ができない。


	· 金銭管理に楽観的な部分があるため、退所後にどのくらいの収入が見込まれるか具体的に計算し、実質の収入を認識してもらう。

· 決められた収入でやり繰りできるよう、費目ごとに予算を決めて金銭管理を行う。


	これまでの経過（最終評価日　H　18　年　4　月　8　日）

	入所時より気分の高揚が見られ、グループワークでは、他者の意見を気にせず自分の意見を押し通そうとしたり、他者に対し指示的口調となることがあった。掃除･料理･洗濯など身のまわりのことはできており、自炊も行っている。

青山荘での目標としては

1 忘れずに服薬する

2 収入に応じた計画的な金銭管理が出来る

としている。現在までの経過としては

1 について　新規プログラムでは自分の病気・服薬についてのプログラムを実施し、これまでの断薬の理由　

や服薬目的についての振り返りを行った。薬はスタッフ管理から始め、現在は週に2度職員が服薬ボックスを確認し、服薬確認を行う。本人は「薬は確実に飲んでいます」と話すが、服薬の目的については「先生が、飲んでくださいというのでずっと飲みます」と答え、服薬への理解は表面的であり、必要性を認識できていない。これまでの断薬･再発の状況について定期的な振り返りを行い、自分の症状と服薬の必要性を自己認識できるよう促すことが必要。

2 について　毎月の小遣い額と貯金額を決め、家計簿への記入も行う。交通費8000円、食費2万円など予　

算額を超えた出費が多いものの、切り詰めてやり繰りしていると話す。収入に応じたやりくりができるよう金銭感覚を身につけることが必要。

入所時からの他者の意見を気にせず自分の意見を押し通そうとする行動は少なくなった。理解力があり、また自己評価も高く、同じ精神障害者であるにもかかわらず他者と自分を区別して見ることがあり、病気に対する理解・振り返りが必要である。


プラン計画者　氏名：　山口　碧

　　　　　　　　　　　　

施設処遇検討会議（施設名）　　　　　　　　　　　　　実施日　平成　18　年　5　月　15　日（月）

	氏　名
	宮　陽子　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和22年11月22日（ 56歳）


	問題点
	評価

	1 これまで断薬による入退院を繰り返しており、病気に対する自覚が無い。また、服薬の必要性に対しても曖昧であり、断薬のおそれがある。
	これまで断薬による入退院を繰り返している。そのため、自分の症状と服薬の必要性を自己認識させるのではなく、どのようにして断薬を未然に防ぐか、また断薬した際の対応方法について検討する。

	2 収入に応じた金銭管理ができない。
	病状変化により浪費等の逸脱行為が起こるため、金銭管理を行っていく。




	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	· 薬は毎食時食卓にセットし、食後すぐに食卓で服薬することに決める。スタッフは食事時にはホールで過ごし、服薬確認するよう努める。

· 病状変化の兆候が見られた場合は特に服薬に注意し、場合によってはスタッフの目の前で服薬することも検討する。

· 訪問看護を導入（2週間に1回）しているため、訪問看護スタッフと本人の体調等について情報共有を図る。

· 断薬が分かった場合はすぐに主治医へ情報提供するとともに、日頃から病状変化の兆候についてスタッフ間で把握しておく。

	②継続
	· 決められた収入のなかでやりくりできるよう、予算を決めて金銭管理を行う。



	③病状に波がある
	· 病状の変化がある為、本人の症状を確認しながら随時外来、主治医、家族と情報交換を行う。



	④青山荘の退所後の生活の場を検討
	· 本人からは自宅に戻りたいという希望が強くあるが、現段階での自宅への生活は難しい事を本人に繰り返し伝え、現在の生活レベルを維持・向上できるよう支援を行う。主治医・家族と相談の上、日中の活動の場の充実と退所先の検討を行う。




	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	千葉C.E.O、江刺家I.O.O、清水G.O.M、村田I.O.O、小田、長谷部、小松、佐々木、山田、四戸（記録）


